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ノウハウ集「起工測量時の留意事項」

＜課題＞
○ＵＡＶとＴＬＳの選択方法が分からない。

＜対応＞
○ＵＡＶは、平坦で広域な現場（草木がある場合は使用出来ない）に適している。
〇ＴＬＳは、狭い現場、ＵＡＶの飛行困難な現場や起伏の変化の大きいところに適している。（出来形計測時で、後

工程に余裕のない場合、TLSは気象等の影響を受けることが少なく、予定どおりに計測が出来る）

① ＵＡＶとＴＬＳの使い分け

平坦で広域な場所

GNSS測位ができる

高圧電線から離れてる

飛行ルートがすべて見渡せる

ＵＡＶでの測量

山岳地帯で斜面上昇気流

下降気流の影響が大きいところ

近くに強力な電解、磁界があり
電子コンパスが機能しない場所

強風箇所

GNSS測位ができない

ＴＬＳでの測量

イラストは、「平成３０年度 i-Construction 講習テキスト」((一社)日本建設機械施工協会情報化施工委員会ｉ-Construction普及WG)より引用
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ノウハウ集「３次元設計データ作成時の留意事項」

＜課題＞
○拡幅区間等で、道路中心線と土工法面が平行でない場合、法面横断図は道路中心線に直交しないため、ICT

建機用3次元データ及び出来形管理用3次元データの作成ができない。

＜対応＞
○別途、法面に平行な基準線を設定し、横断図を作成した後、ICT建機用3次元データ及び出来形管理用3次元

データを作成する。

① 道路中心線と平行ではない土工法面

基準線を設定

イラストは、中部地方整備局主催「ICT施工講習会資料」より引用
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ノウハウ集「３次元設計データ作成時の留意事項」

＜課題＞
○本線とインターチェンジが合流する部分の横断図について、インターチェンジ部の法面が本線道路中心線を基

にして作図されているため、ICT建機用3次元データ及び出来形管理用3次元データの作成ができない。

＜対応＞
○本線、支線、ランプ等の路線が複数混在する箇所は設計データ作成上の境界を設定し、別途ランプ用等のICT

建機用3次元データ及び出来形管理用3次元データを作成する。

② インターチェンジで本線とランプ車線が合流する道路

イラストは、中部地方整備局主催「ICT施工講習会資料」より引用
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ノウハウ集「３次元設計データ作成時の留意事項」

＜課題＞
○管理用道路の法面が本線の道路中心線を基準に作成されているため、管理用道路のICT建機用3次元データ

及び出来形管理用3次元データの作成が困難。

＜対応＞
○管理用道路の中心線を設けて、横断図を作成し、ICT建機用3次元データ及び出来形管理用3次元データを作

成する。

③ 法面に管理用道路を持つ河川堤防

イラストは、「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準の運用ガイドライン（案） （平成 29 年３月. 国土交通省大臣官房技術調査課）」巻末資料. 「3 次元設計
データの作成 方法と取り扱いに係るノウハウ集 平成 28 年 3 月」より引用
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ノウハウ集「３次元設計データ作成時の留意事項」

＜課題＞
○既設堤防の測量法線に対して直交する横断図は、既設堤防法線に斜交することから、 ICT建機用3次元デー

タ及び出来形管理用3次元データの作成が困難。

＜対応＞
○既設堤防法線に直交する個々の横断図を測量法線に斜交する角度を算出して作成するか、または、状況に応

じて測量法線で作成された横断図を堤防法線に直交する断面に置き換えて、 ICT建機用3次元データ及び出
来形管理用3次元データを作成する。

④ 測量法線と堤防法線が異なる河川堤防

イラストは、「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準の運用ガイドライン（案） （平成 29 年３月. 国土交通省大臣官房技術調査課）」巻末資料. 「3 次元設計
データの作成 方法と取り扱いに係るノウハウ集 平成 28 年 3 月」より引用

中 部 地 方 整 備 局
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ノウハウ集「３次元設計データ作成時の留意事項」

＜課題＞
○道路中心線に対して、法面が直交している場合、ICT建機用3次元データ及び出来形管理用3次元データの作

成が困難。

＜対応＞
○道路中心線に対して直交する法面基準線を設け、横断図を作成した後、ICT建機用3次元データ及び出来形管

理用3次元データを作成する。

⑤ 道路中心線から横断図の作成が困難な土工法面

イラストは、「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準の運用ガイドライン（案） （平成 29 年３月. 国土交通省大臣官房技術調査課）」巻末資料. 「3 次元設計
データの作成 方法と取り扱いに係るノウハウ集 平成 28 年 3 月」より引用
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ノウハウ集「３次元設計データ作成時の留意事項」

＜課題＞
○上り車線又は下り車線のいずれかの道路中心線で作成された横断図では、どちらかの道路の横断図は道路

中心線に対して直交していないため、ICT建機用3次元データ及び出来形管理用3次元データの作成が困難。

＜対応＞
○各車線毎の道路中心線を設定し、道路中心線に対して直交する横断図を作成した後、ICT建機用3次元データ

及び出来形管理用3次元データを作成する。

⑥ トンネル区間が隣接しており上下線が分離している道路

イラストは、「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準の運用ガイドライン（案） （平成 29 年３月. 国土交通省大臣官房技術調査課）」巻末資料. 「3 次元設計
データの作成 方法と取り扱いに係るノウハウ集 平成 28 年 3 月」より引用

中 部 地 方 整 備 局
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